









水郷社同人は、 加藤霞溪、 加藤霞村、 竹内闇路、 木村一葉、
奥村樹美夫、船瀬繁吉、林嫩村、棚橋青蕪、高瀬靜岳、西脇紅子、近藤勤の一一人で、特別社友として伊藤鳴風 杉浦孤月、加藤斗月がいる。雑誌サイズはほぼＡ５判、三六ページ、 非売品である。ただし 「水郷 規定」 には 〈社費一ヶ月分金十五錢（外に郵税二錢）三ヶ月分（金五十錢）郵税共〉とある。次は第二号の主な目次内容である。　











































































































平野正、 水野謹吾 「大須にて」 短歌九首、






子があけて／『今長谷川さ から長坂さん 娘さんが死なれて今日の二時出棺だと通知して下さつたから、氣の毒だがお前一寸と行つて來てくれませんか』と云ひました。／『ハイ、行つてきませう』と私は事なげに答えました。／これが貴女の死を知つた時です。而しどうした私の心でせう。胸騒ぎもしなければ、涙一つも出 いのです。私の戀人が死んだのに涙一 とない木石漢でせうか。
　
個人的なことではあるが、 の小説を一読して私の興味













































田川彌吉「水は流れる」随筆、山野鐘一「Ｈ・Ｓ」小説むらさきのや「硯の海」短 一〇首、 掛布みよ路「舞姫」短歌一〇首、山野鐘一「小女の頰」短歌五首、星野幻之助「夏橙」短歌五首、一原實「白き虫」短歌六首 小川信夫「おさの小唄」短歌三首 池田多津緒「妾は片輪だもの」創作、田川彌吉「あめふる」詩、掛布みよ路「南國へ
･
煙」詩、夢久牧童「月見草」詩、美智正「初夏の

























































































事を思ひ出した。こんな時彼女の事を思ひ出すのは一寸と不思議であるが、日頃みよ子が「私本當に蜘蛛は好きよ」その言葉を思ふと、今彼がみよ子 したのは、當然の事 。みよ子とは去年の冬の初め、まだ若くして、病氣のためこの世を去つた女である。そうして彼 戀人であつた。
　
ところで、 第九号の「草の實便り」において掛布は〈こゝ
まで進んで來た「草の實」を本號かぎりやめる事になりました。小さいながらも九ヶ月の間共に歩いて來た 「草の實」をやめてしまうのは本當に寂しい事なのです、しかし今の立塲と ては、やはりやめるより仕方ありません、これもやはり運命の神のいたづらかも知れません、し し又復活號でも出す事になる樣でしたら又今までの樣な純な氣持でやつて行きたひと思つております〉と記して る。　
終刊の理由については触れられていない。資金面ではな












「短歌」を「洎夫藍」へ投稿する事が出來ます〉ともある。また「消息」欄には〈九號まで出した「草の實」をある事情のためにやめて三ヶ月とたゝない今 三人の同人によつて「洎夫藍」の生れた事 本當に嬉しい事で 書かれている。次は創刊号の内容である。
掛布美夜路 「青い酒」 短歌八首、 山野鐘一 「奈良」 短歌八首、關山非不美「ある男のうたへる」短歌八首、 夢久牧童「白壁」短歌四首、都築美津雄「ゆく春 四 石川靜美「アネモネ」短歌四首、 青木宵花「痛ましさ」短歌四首、池田多津雄「幼き二人」小説、 掛布美夜路「アトリエ」詩、
夢久牧童「暗夜」詩、土田仙次「野の眞晝」詩、押村令二「雛芥子」詩、山野鐘一「夕」詩、掛布美夜路「夜のベランダ」小説、 みよ路・多津雄「初夏 外光 雑記、 「消息」 、 清規」表紙画扉画
･
鈴木龍之、口絵
･
關山非不美
　
前記のように掛布の住む入江町は花街のようで「初夏
外光」欄において掛布は次のように記している。　　
眞晝の街を舞子が三人たかい聲で話をしながら美しい
繪日傘をさして歩いて行く姿を見るといかにも夏だと云ふ氣分がする。日本の女に繪日傘は本當にふさわしい。世の中の新しがりやの女がパラソルをさしてゐるのに、色町だけでも昔からのやさしい繪日傘の殘つ がうれしい。
　
また、池田多津雄は同欄において〈美夜路の骨折で再び
「草の實」に代つて「サフラン」がこんなに早く出せる事になつた。ほんとうにうれしい事だ。かうして一度生れる事が出來た以上この雜誌を小さい乍も純潔に美しく育てゆきたい〉とその意気込みを示した。次は掛布美夜路の詩作品「アトリエ」である。　　
グラス、ウインドから
− 57 −
　　
ひしひしと夜がせまつてくる
　　
アトリエの深いしづもり……。
　　
ソフアーに伏して
　　
ジツト……
　　
動かない男。
　　
卓上の銀皿に
　　
轉がされたロシヤ葉巻の煙
　　
細くゆるやかに流れる。
　　　
あたりはプロシヤンブリユーに
　　
暮れてゆく暮れてゆく……
　
掛布は『草の實』第七号所載の詩「或る冷たひ日」にお
いても〈又さびしいアトリエに歸つて來た／ドアーを開けると眞暗な中から／ぷうんと油がにほふ／ゆかの上に捨てられた／パレツトナイフが冷たく光つてゐる〉という詩句をものしているところから、あるいは画家であったのかもしれない。もうひとつ山野鐘一の短歌「奈良」から三首引いてみる。
猿澤の汀につきし雪洞の灯影おぼろに花ぞ散り來るわかくさの山の芝つゆ今消えて陽のさすところにもゆ
るかげろふやはらかき言の葉ゆかしいにしえの萬葉びとが戀のごとくに
　
前記のように〈一度生れる事が出來た以上この雜誌を小
さい乍も純潔に美しく育てゆきたい〉と同誌への意欲を述べた池田多津雄、そして
｢ 消息
｣
欄には〈次號の原稿は六
月の二十日に締切ります〉と記されているものの、はたして『洎夫藍』は何号まで続刊されたのであろうか。第二号以降の発行につ ては一切不明である。
（きのした
　
しんぞう）
